
平成１８年度 決算報告書

国立大学法人筑波技術大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，７３１ ２，７３１ ０

施設整備費補助金 ０ ０ ０

船舶建造費補助金 ０ ０ ０

施設整備資金貸付償還時補 ０ ０ ０

助金

補助金等収入 １９ ０ △１９ （注１）

国立大学財務・経営センタ １５ １５ ０

ー施設費交付金

自己収入 ２７１ ２８１ １０

授業料、入学料及び検定 １３０ １３５ ５ （注２）

料収入

附属病院収入 １０５ １０５ ０

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ３６ ４１ ５ （注３）

産学連携等研究収入及び寄 １８ ５３ ３５ （注４）

附金収入等

長期借入金 ０ ０ ０

貸付回収金 ０ ０ ０

承継剰余金 ０ ０ ０

旧法人承継積立金 ０ ０ ０

目的積立金取崩 ０ ０ ０

計

３，０５４ ３，０８０ ２６

支出

業務費 ２，２８２ ２，２４３ △３９ （注５）

教育研究経費 ２，１８６ ２，１６７ △１９

診療経費 ９６ ７６ △２０

一般管理費 ７１１ ７４３ ３２ （注６）

施設整備費 １５ １５ ０

船舶建造費 ０ ０ ０

補助金等 １９ ０ △１９ （注７）

産学連携等研究経費及び寄 １８ ４３ ２５ （注８）

附金事業費等

貸付金 ０ ０ ０

長期借入金償還金 ９ ９ ０

国立大学財務・経営センタ ０ ０ ０

ー施設費納付金

計 ３，０５４ ３，０５３ △１

収入－支出 ０ ２７ ２７



○予算と決算の差異について

（注１）補助金等収入については、当初は補助金扱いと考えていた助成金の区分を寄附金

扱いに変更したため、決算額が０百万円となっています。

（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、主として入学者数が定員を上回った

こと、前年度卒業者が予定より少なかったこと等により、予算額に比して決算額

が５百万円多額となっています。

（注３）雑収入については、主として予定していなかった科学研究費補助金の間接経費が

措置されたこと等により、予算額に比して決算額が５百万円多額となっています。

（注４）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、主として受託研究等契約の獲

得に努めたこと、（注１）に示した理由等により、予算額に比して決算額が３５

百万円多額となっています。

（注５）業務費については、教育研究経費、診療経費において経費の節減に努めたため、

予算額に比して決算額が３９百万円少額となっています。

（注６）一般管理費については、主として（注３）に示した間接経費が措置されたこと、

退職手当支給額が見込みより多額となったこと等により、予算額に比して決算額

が３２百万円多額となっています。

（注７）補助金等については、（注１）に示した理由により、決算額が０百万円となって

います。

（注８）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注４）に示した理由等に

より、予算額に比して決算額が２５百万円多額となっています。


